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○新歓状況について 

 まずは、関東学連構成校の新歓状況についてご案内いたします。 

 新歓も一段落しつつある 5月上旬から中旬にかけて、以下のようなアンケートに答えて頂いてお

りました。 

「問２：今年の新歓状況は、去年に比べてどうか？」 

「問３：今年の新歓に際し、去年と違って心がけたことは？(あれば)」 

「問４：自分の大学の新歓の方針 or 特徴 or 自慢を教えてください」 

というものです。 

集計して、紹介すべき内容のみを以下にまとめました。 

 

【去年に比べて好転】：津田塾大学・茨城大学・十文字大学・お茶の水大学 

 問 2 で「好転」と答えたのは以上の４校でした。これらの学校の問３・４を分析すると、津田を除き、

「好転要因なのでは？」と思えるような点があったので紹介します。 

・茨城大学→「１年生を部室に連れて行くのと、ビラ配りに力を入れました」 

・十文字大学→「学内の説明会の数を増やすことで実際に新入生と接する時間を増やした」 

・お茶の水大学→「去年と比べて、サクオリ・ビラ配りをきちんとやりました」 

 

 ここで見られる共通項は「新入生と直接接する時間の確保」「ビラ配り」でしょう。 

 

【去年に比べて悪化】：相模女子・横浜国立・早稲田 

 問２で「悪化」と答えたのは、以上の３校でした。同様に悪化要因を紹介します。 

・相模女子→「大学主催の行事と、部活説明の日程がかぶってしまったため」 

・横浜国立→「反省点としては、ビラ配りだけでなくポスターを貼れば良かったということ」 

・早稲田→「特に理由なし」 

 こう見ると、相模女子では不可避な要因が働いたと言えます。また相模女子では毎年 7 月以降

に入部する人も多いそうで、まだ状況の改善への見込みがあります。横浜国立では周知のやり方

に問題があったのではないか、と自己分析しているようです。 

 

【オリエンテーリングを正直に(？)説明する】 

 問４において、自分の大学の新歓の特徴として、「オリエンテーリングとは山でやるスポーツだ」



ときちんと説明し、「ハイキングのようなものだ」と騙さない、という新歓方法が挙げられました。 

 これを挙げた大学は慶応大学と実践女子でしたが、慶応大学においては「写真等を用いて直接

競技の説明した人は誰も練習会に来ず」という状況でした。一方、実践女子でも「山で練習するの

がメインだよと、嘘をつかない」という手法が用いられています。ですが、「ただし、新入生女子を一

人にしない」ということを実践では徹底している模様で、このフォローが重要な役割を果たしている

と考えられます。 

 

 以上、関東における新歓状況を簡単に報告いたしました。 

 

□学連行事と JOA 公認大会とのバッティングについて 

 関東ロングセレ日程がさくらんぼ大会と重なってしまったことについてですが、改めて状況・経緯

をご説明いたします。 

① 3 月 12 日総会(6 月 14 日に決定)にて。 

【背景】 

・8 月以降は帰省の関係で開催は困難 

・毎年 6 月にロングセレが行われているのでなるべくそれを踏襲 

【考慮要因】 

5 月 24 日：筑波大学園祭 

5 月 31 日：東大大会一週間前 

6 月７日：東大大会 

6 月 14 日：東大大会翌週 

6 月 21 日：国家公務員試験・秘書検定試験 

6 月 28 日：JWOC 前夜？・TOEIC 試験 

7 月５日：JWOC 

7 月 12 日：JWOC 直後 

7 月 19 日：試験期間 

7 月 26 日：試験期間 

【不手際だった点】 

・JWOC の日程、合宿の予定がすでに公表済みだったに関わらず、それを理解していなかった。 

・外部大会についての配慮が全くなされず、各大学の学事行事にのみ焦点を当てた議論だった。 

 

② 3 月 19 日緊急総会（6 月 28 日に日程変更）にて。 

【背景】 

・JWOC 合宿が 6 月 14 日にある。6 月 28 日は JWOC には影響がない、と判明した。 

【考慮要因】 

・ＪＷOＣの日程、28 日の TOEIC 試験の代替性の高さ 



【不手際だった点】 

・6 月 14 日の「あだたら大会」へのバッティングを回避することのみを目的とした議論。 

・28日の開催阻害要因だった二つの理由が共に消滅したことで、「28日で開催」という暗黙の流れ

があった。 

・外部大会への配慮はほとんどなされず、議論の中に「さくらんぼと被る！」という声は皆無。 

 

以上が、今年度関東ロングセレがさくらんぼ大会と重なってしまったことの経緯です。 

 

□地区学連活動報告 

4 月 25 日 

第一回学連総会を開催。新歓ペア Oや技術諮問委員会について話し合う。 

5 月 24 日 

関東学連新歓ペアオリエンテーリング大会を開催。 

前日から当日朝にかけての雨にも関わらず、103 名の参加者が来場（当日一般参加含む）。 

茨城大学からも参加してくれていて、正直うれしかった。朝 3：30 に出発したとは。。。 

運営も支障なく進み、参加者には楽しんで頂けたのではないかと。 

 

また、同日に第二回学連総会を実施。 

新人戦の日程について話し合う。後日、10 月 4 日に決定。 

 

現在、加盟登録作業を鋭意実施中。 

数年ぶりの「テレインガイド」の作成も目論んでいたが、実施は後手後手に回っており、未だ着手

していない。 

 

以上。 


